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２
０
１
５
年
に
商
学
部

創
立
５０
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
「
ニ
ュ
ー
ス
専

修
」
に
商
学
部
の
魅
力
と

伝
統
、
そ
し
て
未
来
を
ご

紹
介
す
る
こ
と
と
な
り
、

う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。

今
の
商
学
部
の
魅
力
を

私
自
身
の
体
験
か
ら
申
し

上
げ
る
と
、
入
学
し
た
学

生
諸
君
の
多
く
が
商
学
部

で
「
何
が
で
き
る
か
、
ま

た
は
何
を
す
べ
き
か
」
を

入
学
前
の
段
階
で
実
に
よ

く
調
べ
あ
げ
理
解
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
と
、
入
学

後
も
学
生
た
ち
は
商
学
部

が
提
供
す
る
教
育
メ
ニ
ュ

ー
を
信
頼
し
、
我
々
の
期

待
に
よ
く
応
え
て
く
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。

商
学
部
の
教
育
の
特
徴

は
、
企
業
や
消
費
者
行
動

を
そ
れ
ら
の
活
動
の
場
で

あ
る
市
場
（
マ
ー
ケ
ッ

ト
）
に
焦
点
を
当
て
て
分

析
し
、
解
明
す
る
こ
と

で
、
存
在
す
る
問
題
点
を

知
り
解
決
策
を
自
ら
考
え

る
訓
練
を
重
ね
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

商
学
部
創
立
５０
周
年
、

人
に
た
と
え
れ
ば
、
「
知

命
」
の
歳
と
な
り
ま
す
。

商
学
部
を
支
え
て
こ
ら
れ

た
先
輩
諸
氏
や
学
窓
を
巣

立
っ
た
卒
業
生
た
ち
の
顔

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
こ

こ
で
今
一
度
商
学
部
に
与

え
ら
れ
た
使
命
を
認
識

し
、
次
世
代
を
担
う
学
生

た
ち
を
こ
れ
か
ら
も
全
力

で
育
て
上
げ
て
い
く
決
意

で
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

商
学
部
創
立
５０
周
年

主
な
記
念
事
業

【
２
０
１
３
～
１５
年
】

高
校
生
向
け
の
出
張
授
業
を
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ

・
多
彩
な
教
員
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
２５
科
目
以
上
の
展
開

【
２
０
１
４
～
１５
年
】

５０
周
年
記
念
特
殊
講
義
「
ビ
ジ
ネ

ス
・
イ
ン
サ
イ
ト
Ⅰ
・
Ⅱ
」
開

講・
商
学
部
の
卒
業
生
や
地
域
の

事
業
者
を
招
い
た
リ
レ
ー
講
義

に
よ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
（
主
体
的
で
双
方
向
的
な
学

修
）
の
展
開

５０
年
小
史
の
発
行

・
商
学
部
の
歴
史
を
振
り
返
る

【
２
０
１
５
年
】

５０
周
年
記
念
式
典

・
記
念
講
演
と
、
学
生
に
よ
る

「
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
サ
イ
ト
Ⅰ
・

Ⅱ
」
の
成
果
報
告

商学部創立５０周年を記念した特殊講義「ビジネス・インサイトⅠ」（担当・神原理教授）が後期からスタ

ートした。商学部の卒業生や地域の事業者によるリレー講義と、その内容を掘り下げて考察するワークシ

ョップを交互に展開。学生は、外部講師をうならせる実践的な解決策（ビジネスプラン）の提示という最

終ゴールを目指す。課題の本質にどこまで切り込めるか、学生と外部講師の真剣勝負が続いている。

１０
月
２８
日
の
講
師
は
、
東

亜
道
路
工
業
の
企
画
営
業
本

部
環
境
部
長
、
青
木
和
直
氏

（
昭
５７
商
）
。
道
路
舗
装
を

行
う
建
設
会
社
で
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
乳
剤
の
製
造
・
販
売

で
は
国
内
最
大
手
と
い
う
企

業
の
立
場
か
ら
、
国
内
外
で

建
設
業
の
果
た
す
役
割
や
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
語
っ

た
。
高
い
技
術
力
を
背
景
に

し
た
ブ
ラ
ジ
ル
や
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
で
の
事
業
経
験
、
電

気
自
動
車
の
普
及
に
伴
う
道

路
交
通
網
の
将
来
、
政
府
の

財
政
難
や
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
イ
ン

フ
ラ
（
道
路
や
上
下
水
道
な

ど
の
社
会
資
本
）
整
備
や
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
（
集
約

都
市
）
構
想
な
ど
、
青
木
氏

の
挙
げ
た
課
題
は
多
岐
に
わ

た
る
。

「
自
分
と
は
全
く
関
係
の

な
い
業
界
の
話
だ
と
思
っ
て

い
た
ら
、
地
方
再
生
や
少
子

高
齢
化
と
も
か
か
わ
る
と
知

り
驚
き
ま
し
た
」
と
田
中
美

咲
さ
ん
（
３
年
次
）は
話
す
。

外
部
講
師
の
講
義
を
聞
い
た

翌
週
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
浮
か
び
上
が
っ
た
課
題
を

整
理
し
考
察
す
る
。
田
中
さ

ん
は
「
ゼ
ミ
で
商
店
街
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
、
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
て
話
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と
笑

顔
を
見
せ
た
。

イ
ン
サ
イ
ト
は
「
洞
察

力
」
。
指
導
す
る
神
原
教
授

は
「
大
先
輩
の
経
験
談
を『
自

分
の
こ
と
』
の
よ
う
に
受
け

止
め
な
が
ら
も
、
多
様
な
視

点
か
ら
課
題
を
分
析
し
、
解

決
策
に
つ
な
が
る
本
質
的
な

知
見
を
引
き
出
し
て
い
け
る

よ
う
な
力
（
洞
察
力
）
を
身

に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
授
業

の
ね
ら
い
を
語
る
。

９
月
２３
日
の
開
講
後
、
青

木
氏
の
ほ
か
▽
「
南
部
ど

り
」
な
ど
鶏
肉
商
品
の
製
造

・
販
売
会
社
ア
マ
タ
ケ
会

長
、
甘
竹
秀
雄
氏
（
昭
３３
商

経
）
▽
銘
酒
「
八
海
山
」
の

蔵
元
で
あ
る
八
海
醸
造
執
行

役
員
の
中
俣
善
也
氏
（
平
４

商
）
▽
食
品
・
青
果
卸
の
エ

ム
ワ
イ
フ
ー
ズ
社
長
、
星
野

衛
氏
（
昭
４６
商
）
の
諸
氏
が

す
で
に
講
演
。
１１
月
２５
日
に

は
５
人
目
と
な
る
東
京
九
段

会
計
事
務
所
代
表
社
長
の
瀧

本
和
男
氏
（
昭
５３
商
）
が
講

義
を
行
う
。

「
外
部
講
師
を
納
得
さ
せ

る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作

成
」
を
受
講
の
心
構
え
と
し

た
た
め
、
受
講
者
は
２０
人
程

度
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
「
企

業
の
現
状
や
抱
え
て
い
る
課

題
を
当
事
者
か
ら
直
接
聞
い

て
、
一
緒
に
打
開
策
を
考
え

ら
れ
る
。
面
白
く
て
有
意
義

な
授
業
で
す
」
（
佐
々
木
泰

地
さ
ん
、
３
年
次
）
と
学
生

は
意
欲
的
。
日
本
酒
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
と
、
地
元

の
新
潟
・
魚
沼
の
食
文
化
を

通
じ
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

を
高
め
る
戦
略
を
語
っ
た
中

俣
氏
も
「
授
業
へ
の
関
心
が

高
く
熱
心
」
と
熱
意
を
認
め

る
。学

生
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
の
考
察
を
重
ね
、
知
見
を

整
理
。
そ
れ
ぞ
れ
が
解
決
を

目
指
す
テ
ー
マ
を
選
び
、
約

２
カ
月
か
け
て
企
画
書
に
ま

と
め
る
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
と
審
査
は
、
講
師
を
招

い
て
来
年
１
月
２０
日
に
開

催
。
優
秀
作
は
来
年
度
前
期

に
開
講
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・

イ
ン
サ
イ
ト
Ⅱ
」
で
の
優
秀

作
と
合
わ
せ
、
５０
周
年
記
念

式
典
で
披
露
さ
れ
る
。

◇ 商学部創立５０周年・商学教育 110 年の歩み ◇

「商科」設置

計理科新設により
「計理の専修」の名が高まる

専門部に「商業科」を増設

学制改革により商業学科は
経済学科とともに「商経学部」となる

「会計学研究所」が設置される

「商学部」（一部・二部）創立
実学重視の商学教育がさらに発展

研究科活動の拠点として
「商学研究所」が設置される

「会計学科」が設置されて、
商学と会計学の学部教育２本柱が整う

「大学院商学研究科（商学専攻）」設置

専門科目のセメスター制導入

商業学科を
「マーケティング学科」に改称

大学院商学研究科に「会計学専攻」を増設

「新たな学士課程教育」はじまる

１９０５（明治３８）年：

１９１７（大正６）年：

１９２８（昭和３）年：

１９４９（昭和２４）年：

１９６５（昭和４０）年：

１９６６（昭和４１）年：

１９６８（昭和４３）年：

１９７５（昭和５０）年：

２０００（平成１２）年：

２００６（平成１８）年：

２０１１（平成２３）年：

２０１４（平成２６）年：

卒
業
生
と
学
生
、受
験
生
、地
域
を
結
ぶ

◀

八
海
醸
造
の
中
俣
氏
の
講
義
で
は
、
若
者
の

ア
ル
コ
ー
ル
離
れ
に
も
話
が
及
ん
だ

歴史と伝統礎に

特集 ２０１５年商学部創立５０周年・商学教育１１０年特集 ２０１５年商学部創立５０周年・商学教育１１０年

特殊講義「ビジネス・インサイトⅠ」

商
学
部
長

佐
々
木
重
人

商学部教育の特徴

ＯＢや地元事業者が課題提示

学生とともに課題策考える

「
市
場
」に
焦
点

解
決
策
見
い
だ
す

田中美咲さん

佐々木泰地さん

教
育
研
究
振
興
協
力
資
金
・
募
金
の
お
願
い

―
商
学
部
創
立
５０
周
年
に
あ
た
り
、
商
学
部
学
生
の
教
育
充
実
に
向
け
て
―


お
問
い
合
わ
せ


▽
趣
旨
・
使
途
∥
専
修
大
学
商
学
部
創
立
５０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会E-

mail:shogaku50@isc.senshu-
u.ac.jp

▽
募
金
の
方
法
・
免
税
∥
募
金
局
☎
０３
・
３
２
６
５
・
３
１
５
７

▶

舗
装
道
路
の
構
造
を
説
明
す
る

東
亜
道
路
工
業
の
青
木
氏

第５３０号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１４年（平成２６年）１１月１５日（３）


